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１．練習船「こじま」

世界一周の遠洋航海終え帰港
２．北太平洋海上保安フォーラム

多目的訓練に参加

８月１２日、海上保安大学校（広島県 呉市）の練習船「こじま」が
総日数95日、総航程約45,000キロメートルにおよぶ世界一周の遠洋航
海を終え、無事呉に帰港しました。
　帰港式では大亀 裕也実習生代表が「日々の実習・訓練などを通
じ、海を守るという仕事の厳しさとその重要性を改めて思い知ること
が出来きました。この貴重な知識、経験を活かし自己研鑽に努め、日
本の海を守って行きます。」と力強く帰港報告を行いました。

８月２２日から２５日までの間、オホーツク海及びロシア・ウラジオ
ストック沖において、北太平洋地域6カ国（日本、カナダ、中国、韓
国、ロシア、米国）の海上保安機関が、海上の秩序・治安の確保を目
的とした訓練を行いました。
今回の訓練に海上保安庁からは巡視船「えちご」が参加し、各国から
派遣された巡視船・航空機と合同で追跡訓練、人命救助訓練、薬物船
内捜索訓練等を行いました。

練習船「こじま」を出迎える家族等

帰港報告を行う実習生代表

被疑船舶（ロシア巡視船）を追跡する巡視船

USCGと合同の薬物等船内捜索訓練
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３．子ども霞ヶ関見学デー ４．巡視船「まつうら」解役式

８月１８、１９日の二日間、子ども達に普段見ることが出来ない
「霞ヶ関」を見学してもらうため、各府省庁等が連携し「子ども
霞ヶ関見学デー」を開催しました。
国土交通省の海上保安庁ブースでは、制服や潜水服の試着コー
ナー、海上保安庁を紹介するパソコンコーナーのほか、お昼に行
われた音楽隊ミニアンサンブルコンサートでは子どもも演奏に参
加するなど終日大盛況となりました。

８月２０日、唐津海上保安部所属の巡視船「まつうら」の解役式
が行われ、昭和５１年の就役から３４年間の巡視船としての任務
を終えました。
航程距離４７０，９８５海里（地球約２２周分）を走り続けた
「まつうら」は澄み切った空の下、国旗・庁旗が降ろされると職
員一同が敬礼する中、最後の汽笛が吹鳴されました。

鳥羽海上保安部が実施した「漂着ゴミ調査と海洋環境教室」

巡視船「まつうら」最後の国旗・庁旗降下

制服試着
コーナー

大盛況の海上保安庁ブース

音楽隊ミニコンサート

演奏に参加する子どもたち

最後の国旗・庁旗降下を行う巡視船「まつうら」
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